







































































































































































































































































































合して「-을 셈이다/ -（u）l seym=i-ta」という形に
なると、強い意志を表します。例えば日本語の「何と
かする」「絶対～する」「～するつもりだ」のような意
味です。「셈/seym（数え）」が既実現である現在
の連体形、または過去の連体形と結合した場合は、
「～したわけだ」のような判断を表したり、「～に等
しい」など、類似した状況を表します。
　形式名詞2の「こと、の」に相当する「것/kes」
も同様に、未実現の「-을 것이다/ -（u）
l kes=i-ta」という形だと、自分の意志や、
第三者に対する推測を表します。「～する
だろう」「～するつもりだ」のような意味で
す。一方で、これも「-는/ -nun」や「-ᄂ/ 
-n」という現在または過去の連体形と結合
した場合は、いわゆる「のだ文」の意味を
持ち、前の文脈に対する説明や判断など
を表します。未実現の連体形の場合は意
志を表します。一方で、過去の連体形と
結合した場合は「～したわけだ」「～した
ことに等しい」という意味になります。
　日本語にもこのような現象はあります。例えば「つも
り」です。「太郎は明日東京へ行くつもりだ」のように
「つもり」が非過去形の連体形と結合した場合は、
これから起こる計画や予定、意志などを表します。し
かし、「花子は一生懸命努力したつもりだ」のように
過去形と結合した場合は、自分の行動に対する評
価を表します。日本語にもこのような現象はあります
が、韓国語の方が多いような気がします。
③コピュラは活用するのか
　次はコピュラです。日本語の「だ」に相当するのが
「이다/i-ta」です。「이다/i-ta」は活用します。過
去形もありますし、否定形もあります。省略も可能で
す。活用形はスピーチレベルによって、非過去形か、
過去形かによって変わります（例文（４）（５）参照）。
　次はコピュラの有無ですが、コ
ピュラがない場合、日本語ではコ
ピュラがない方、つまり名詞で終
わっている場合は、より聞き手目
当ての意味を表すという指摘が
なされています。しかし韓国語で
は、「こと」「の」に相当する「것/
kes」以外は、コピュラの有無がそ
れほど関係していないようです。例
表5　形式名詞2と連体形の種類
例文（4）、（5）
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えば日本語の「のだ」「ものだ」のように、「だ」が付
いている場合と、「だ」が付いていない場合とでは
意味が変わってきます。「だ」がない方が、普通に
説明や主張を表すだけではなくて、談話にプラスア
ルファ的な意味があることが先行研究で指摘され
ています。例えば「学位を取ることだ」。「だ」が付い
ている場合と「学位を取ること」を比べてみると、後
者には相手への何らかの命令や指示を表す意味
が必ず含まれます。
　韓国語の場合、例えば「터/the」はもともと「土、
地面」という意味の依存名詞ですが、コピュラがな
い場合とある場合で、それほど意味的な違いはな
く、どちらも「～する予定だ、つもりだ」という意志を表
します（例文（６）参照）。ただし、「것/kes」の場合
は付いているのと付いていないのとで意味が変わり
ます。付いていない場合は、必ず相手への命令や
指示を表します。一方で、コピュラが付いている場
合は、これからの自分の意志を表します（例文（７）、
（８）参照）。
④ 人魚構文と他構文との比較
　最後に、人魚構文と他構文との違いです。従来
の韓国における先行研究において、人魚構文は、
「学生です」などの名詞文の一種類や下位分類
として扱われており、ほかの構文との比較はほとん
どされていません。そこで今回、（1）指示詞による
修飾可能性、（2）形容詞による修飾可能性 、（3）
「이/i、가/ka（が）」、「의/uy（の）」の交替 、（4）
主題化、（5）分裂、（6）関係節の主語になれるか、
の6つのテストを行いました。比較する構文は、連
体修飾節の内の関係（a）と外の関係（ｂ）、「～する
とき」の「とき」という名詞が含まれている時間を表
す副詞節（c）、それから普通名詞（d）、形式名詞
1（e）、形式名詞2（f）はそれぞれ人魚構文のタイ
プです。非常に数が多くて、これを一緒にしてしま
うと結果が違ってくるので、細かく分けました。最後
に普通の動詞文（g）と名詞文（h）を比較してみま
した。
　結果を見てみますと、（１）～（３）のテストにおいて
は、人魚構文の（d）（e）（f）は（c）時間副詞節と同
じ結果になります。まず、（１）の指示詞との共起可
能性において、人魚構文の場合、「友達は日本に
行くその予定だ。」の「予定」は、指示詞「その」の
修飾を受けることができません。一方で、（h）名詞
文の場合は、「私の友達はこの医者だ。」のように、
指示詞と共起可能です。次に、（２）の形容詞によ
る修飾可能性に関しては、人魚構文の場合、「友
達が日本に行く急な予定だ。」のように、形容詞「急
な」の修飾を受けることはできま
せん。
　次に、「が」「の」交替がありま
す。日本語では、例えば「私が行
く道」の「が」を「の」に置き換え
ることができます。韓国語はこの
現象が、ある例文に限ってはでき
るのですが、日本語ほど生産的
にはこの交替が起こりません。そ
の結果、連体修飾節ではばらつ
きがあり、できる場合もあれば、で
きない場合もあります。一方で、ほ例文（6）-（8）
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かの構文では全てできません。
　四つ目の主題化は、「は」が使えるかどうかという
ことです。ここからは先ほどの結果とは少し異なって
きます。先ほどは（c）と似ている場合が多かったで
すが、今度は普通の動詞文と名詞文と似たような
結果になります。
　次は分裂文、強調構文です。「～なのは～だ」と
いうように強調するものを入れたものです。この結果
は少し複雑です。まず人魚構文の（e）と（f）の場合
は時間副詞節（c）と同じ結果です。できる場合もあ
れば、できない場合もあります。一方で（d）の普通
名詞の場合は、（g）と（f）、普通の名詞文、動詞文
と同じ結果になりました。
　最後に関係節の主語になれるかどうかですが、
ここはほかの構文では可能ですが、（e）と（f）の形
式名詞の場合は、できる場合とできない場合があり
ました。
　結果をまとめてみますと、このようになります（表６
参照）。1～3までは時間副詞節（c）と似た結果で
す。一方で、4～6を見てみますと、一見（g）と（f）に
似ているように見えますが、まだ少しばらつきがあり
ますので、今の段階では、韓国語の人魚構文は連
体修飾節（a）と（b）とは違う構文であるということが
一つ言えるかと思います。
◆まとめ
　まとめです。韓国語において、体言（名詞）の位
置に表れる名詞は、日本語のほとんどの名詞と対
応しますが、一部制約が見られます。前半部の連
体節の中の用言の連体形と、その後に来る名詞
との共起関係に制約が見られるということです。コ
ピュラの有無によって韓国語はそれほど意味的な
違いはありませんが、日本語では、より聞き手目当て
の意味として文法化が起こります。両言語ともに特
殊で、独自の構文として扱うべきということが言える
のではないかと思います。少し駆け足となりました。
ご清聴ありがとうございました。
表6　調査結果のまとめ
